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我々は 2021年度打ち上げ予定のX線分光撮像衛星 (XRISM)に搭載する軟X線撮像検出器 (SXI)の開発を行っ
ている。SXIに単色X線が入射した際に得られる波高スペクトルの形状であるラインプロファイルを再現する応
答関数の構築が本研究の目的である。Xtendフライト用素子は「ひとみ」SXIの設計を基本に一部改良している
ため、「ひとみ」の応答関数を出発点にXtendの応答関数を作成している。2019年 8–9月に行なった地上較正試
験において 55Fe, 241Amの密封線源と SiO2, Al, LiFからのX線を照射したデータを使用している。本講演では、
2020年春季年会講演 (V306b)で発表したイベントファイルの PI付けの補正精度を向上させたスペクトルを使用
し、4素子全ての応答を調査した。その結果 55Feスペクトルは、「ひとみ」の応答関数でおよそ再現可能であるこ
とを確認した。さらにX線スペクトルに関しても詳細検討を実施し、241Amスペクトルに関しては SDD, CdTe
検出器を用いて取得したスペクトルを合わせて解析し、入射X線由来の連続X線成分と、CCD検出器での応答
による一定 (テール)成分の切り分けを実施する。


